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2005年8月号のこのコーナーでー包化

薬についての調剤料の算定例が示され

ていましたが，次のような処方の場合は，調剤料

として何点を算定すべきでしょうか。<処方4>の

部分は<処方 1>-<処方3>と服用時点が全く

重複していないため，保険請求上はー包化薬では

なく，内服薬として取り扱うと思いますが，臨時処

方の<処方3>との重複がない8日目以降の部分に

ついては，どのように考えれば良いのでしょうか。

(名古屋市匿名希望)

く処方1>
A島t 1錠

1Fl11D1 'WJ食後 28円分
Bカフ。セjレ 1Cap 

く処方2>
C錠 2錠

1 E111!.!J 夕食後 281'1分
Dlik 19 

<処方3>
E錠 3錠

11:131日| 1，j食後 71:1分
Flì~ 3g 

<処方4>
281:1分GtA 1錠 11:1 1101 :;先主主jIij

※ J:記をすべてー包化

く処方 I>~<処方 3>の調剤事、|について

は， 一包化薬97点 (7日分)と内服薬90点

(8日目以降の21日分の2剤:(80点-35点)X 2斉IJJ を算

謁剤をしていて疑問に思ったこと，

医師または患者さんに聞かれて困ったこと，

震舗に疑義照会して対応したが

いま一つ納得できないこと，ありませんか?

皆さんの疑問に各分野の専門家がお答えいたします。

ご質問をお寄せください。

「質問の募集J要項は53頁にあります。

なお，回答は本誌に掲載することによってのみ行います。

電話やファクシミリによる回答はご容赦ください。

また，特殊なケースの質問は

採用されないこともありますので予めご了承ください。

定し<処方4>の調剤料は，内服薬の3剤を超える部分

に相当することから，内服薬O点として算定するものと

解釈します(すなわち，上記処方の場合187点)。

一包化築は， HI~用時点の異なる 2 斉IJ以上の内日I~m 悶型

斉IJを，その種類に関わらず， )j即日時点ご、とにー包として

調剤した場合に算定するもので， 7日分につき 97点を算

定します。ただし，処方全体のうち，いずれの内服用問

型斉IJの服用時点とも重複しないはIJJがある場合には，

当該剤については内服薬として調斉IJ料を算定することと

されています(例えば， r分2朝夕食後jと「分31号食後j
と同時に， r分 l就寝前jが処方されているようなケース
が該当)。しかし， 一包化楽として算定したものの1:1:1に，

すでに内JlI~薬 3 剤分相当が含まれている場合には，いく

ら服用時点が重複していない内服用悶型剤だからといっ

ても， 一包化薬とは別に内服装の調斉IJ料を算定すること

はできません。

ご質問のケースにおいては， 一包化薬の対象範囲はく

処方 I>~<処方3> となります。しかし，投与日数が異

なるため，実際には7 日分(服用初日 ~7 日目)しかー包化

しておらず，残りの21日分(8-28日目)はJJR用時点の重

複部分が存在しないことから， 一包化することができま

せん。このような部分については，一包化薬の算定対象

となる部分の内服薬調剤料相当分を差しヲ|いたうえで，

内服薬として算定することになります。したがって，服
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別初日から 7EI tヨまでの7日分については一包化薬として

97点， 8 EI目から28日目までの21日分については内服薬

として90点 (28日分の80点から 7EI分の35点を差しヲlい

た点数X2剤分)となります。

~jJ ， 8日目以降の部分に完寄目した場合， 服用時点が全

く重複していない内服薬として<処方i3>を除く 3斉Jj

分<処ブ''i¥， 2， 4>が存在するものと考えられるかもし

れません。しかし，ご質問のケースでは， 一包化薬として

算定した中に内服薬3斉Jj分相当<処方 ¥-3>が含まれて

いることから<処方4>は内Hri楽の3斉Jjを超える部分に

相当するものと解釈できます。したがって<処方4>

については，内服薬0点として算定するものと考えます。
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一包化薬の調剤料について質問しま

す。<ケース 1>において，分2朝夕

食後の錠剤と散剤を，吸湿性などの理由から別包

として調剤しました。この時.別包とした散剤に

ついては，内服薬として調剤料を算定できるので

しょうか。また，<ケース2>において，分3毎食

後のものだけを別包としたのですが，内服薬の調

剤料は算定できますか。 (北九州市匿名希望)

くケース1>
①分1似食後 (事E斉11)
②分2';VI夕食後(事E苅11)

(散剤)

※①と②を包化.

ただし， ②のi枚印lは別包

<ケース2>
①分1';ijl食後 (事E剤)
②分 2 明l夕食後(~剤)
①分31証食後 (1放剤)

※①と②をー包化。

ただ し。③は日IJ包

いずれのケースについて も， 一包化薬とは

別に内服薬の;lJilj剤料を算定することはでき

ません。

ー包化薬は，服用時点の異なる Z斉Jj以上の内服用回型

斉Jjを，その種類に関わらず，すべてを一包としてl¥f，'J剤す

ることが原則です。ただし， r服薬における安全性の維保
の観点等jの理由から，例えば錠剤と散剤を別々にー包

化したような場合であっても， 一包化薬を算定すること

は認められます。しかし，それぞれに'包化薬を算定で

きるということではありません。また， YJiJ包にした内服薬

がー包化の対象にならないからといって， 一包化薬とは

別に内服薬として算定できるというわけでもありません。
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